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◎岐阜県中山間農業研究所、上広瀬果樹組合
モモ幼木の凍害被害を軽減できる台木品種の開発

気候変動に伴う暖冬の影響により、岐阜県をはじめ全国各地のモモ産地で
大きな問題となっているモモ幼木の凍害被害を、高い効果で防止できる台
木品種「ひだ国府紅しだれ」を開発した。この台木品種の使用により、凍害に
よる枯死樹発生リスクの大幅な低減を可能とした。現在、岐阜県のみならず
国内のモモ産地に普及しつつあり、今後は、老朽園の改植や新品種への更
新が進み、高品質果実の安定生産が可能となり、生産者の所得向上や産地
の維持発展につながることが期待できる。

新台木「ひだ国府紅しだれ」による凍害軽減

◎：活動主体が複数の場合の代表者

【住所】（代表）岐阜県中山間農業研究所 〒509－4244 岐阜県飛騨市古川町是重二丁目6番56号
【TEL】 0577－73－2029
【URL】http://www.k-agri.rd.pref.gifu.lg.jp/


